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生物に対するフェバンテルの安全性を検討したところ、珪藻類の Skeletonema costatum、甲殻類の Artemia 
salina及び魚類のマダイにおいて、顕著な毒性を示さないことが明らかとなった。また、環境モニタリン
グの結果、投与したフェバンテルは広い範囲に拡散する可能性はあるが、環境中への長期の残存は起こら
ないことが確認できた。 
これまでの養殖トラフグのヘテロボツリウム症対策としての水産用医薬品は薬浴剤であったが、フェバ
ンテルは経口剤であり、投薬時の作業者への負担を軽減できることや、既承認の薬浴剤では駆除が困難で
あった成虫に対しても効果があること等、薬剤としての有効性は高い。また、今回の研究によりフェバン
テルが海水中に溶出したとしても、その溶出量はわずかであり、環境中への残存はほとんどないと考えら
れる。よって、フェバンテルは養殖トラフグのヘテロボツリウム症経口駆虫剤として、トラフグ及びその
他の海産生物の成長や増殖に影響を与えない安全な薬剤であると考えられた。 
